
「すくすく１歳おめでとう」の掲載
案内は誕生月の前々月末～前月
上旬頃にお送りしています。
ぜひご応募ください。
● 問合先
　企画調整課
　☎３５４-５７０２

令和３年７月生まれ
町内在住で、各月１歳のお誕生日
を迎える赤ちゃんを紹介します。

あ
べ

阿
部　

快
士
く
ん

令
和
３
年
７
月
14
日
生
ま
れ　

次
男（
松
島
）

お
兄
ち
ゃ
ん
♪
お
姉
ち
ゃ
ん
♪
大
好
き
♥

か
い
と
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町の人口
町の人口　　（）は前月比
６月１日現在　住民基本台帳

男　性
女　性
人口計
世帯数

６，５１１ 人  
６，９３４ 人  
１３，４４５ 人  
５，７２７世帯

（＋  １ 人  ）
（＋  ５ 人  ）
（＋  ６ 人  ）
（＋１４ 世帯）

広報まつしまへの感想・ご意見をお寄せください

　日頃から広報まつしまをお読みいただき、ありがとうございます。

　広報まつしまへの率直な感想やご意見をお寄せいただける方は、

以下のメールアドレスまでご連絡ください。

【メールアドレス】
matsushima_pr@town.matsushima.miyagi.jp ▲メール用

　
　
　
　
　
　

松
島
ふ
る
さ
と
学

おめでとう

す
く く
す 1歳

 

み
う
ら

三
浦　

碧
斗
く
ん

令
和
３
年
７
月
30
日
生
ま
れ　

長
男（
磯
崎
）

大
き
な
声
で
元
気
い
っ
ぱ
い
！

わ
が
家
の
宝
物
☆
★

な
か
す
か

中
須
賀　

梨
乃
ち
ゃ
ん

令
和
３
年
７
月
19
日
生
ま
れ　

長
女（
高
城
）

猫
た
ち
と
仲
良
し
な
元
気
な
子

り
の

お
お
つ
き

大
槻　

真
聖
く
ん

令
和
３
年
７
月
12
日
生
ま
れ　

長
男（
磯
崎
）

い
た
ず
ら
大
好
き
！
毎
日
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
♡

ま
な
と

あ
お
と

　

６
月
１
日
に
高
城
保
育
所
と
磯
崎
保

育
所
の
年
長
さ
ん
ク
ラ
ス
の
子
ど
も
た

ち
が
、（
一
社
）
松
島
の
か
ぜ
・（
社
福
）

松
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
ご
協
力
の

も
と
、
さ
つ
ま
い
も
の
苗
植
え
を
行
い

ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
初
め
て
の
体
験
で
楽

し
く
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

秋
に
は
み
ん
な
で
収
穫
す
る
の
が
楽
し

み
で
す
。　
　
　

さ
つ
ま
い
も
の
苗
植
え
を

行
い
ま
し
た

　

５
月
28
日
に
、
仙
台
農
業
協
同
組
合

青
年
部
松
島
支
部
・
仙
台
農
業
協
同
組

合
松
島
支
店
の
協
力
の
も
と
、
小
学
生

対
象
の
田
植
え
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
35
名
の
親
子
は
お
米
が
で

き
る
ま
で
の
流
れ
を
簡
単
に
学
習
し
、

実
際
に
田
ん
ぼ
に
入
っ
て
手
植
え
を
体

験
し
ま
し
た
。
初
め
て
の
泥
の
感
触
に

最
初
は
戸
惑
っ
て
い
ま
し
た
が
、
最
後

ま
で
楽
し
く
取
り
組
め
た
よ
う
で
す
。

田
植
え
体
験
を

実
施
し
ま
し
た
！
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宮
城
県
が
津
波
浸
水
想
定
を
公
表

　

宮
城
県
は
、
５
月
10
日
に
「
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
津
波
浸
水
想
定
を
公
表

し
ま
し
た
。

　

こ
の
津
波
浸
水
想
定
は
、
「
な
ん
と
し
て
も
人
命
を
守
る
」
と
い
う
考
え
の
も
と
、
最
大
ク
ラ
ス
の
津
波

（
数
百
年
に
一
度
の
津
波
）が
、
考
え
得
る
悪
条
件
が
重
な
る
状
況
下
で
発
生
す
る
想
定
で
計
算
さ
れ
て
お
り
、

沿
岸
の
市
町
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波
で
浸
水
し
な
か
っ
た
地
域
で
も
浸
水
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

津
波
警
報
等
が
発
表
さ
れ
た
ら

高
台
の
避
難
場
所
へ

　

詳
細
に
つ
い
て
は
宮
城
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
資
料

で
ご
確
認
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
津
波
警
報
等
が
発

表
さ
れ
た
場
合
、
津
波
浸
水
想
定
で
示
さ
れ
た
範
囲

外
や
高
台
の
指
定
緊
急
避
難
場
所
な
ど
、
よ
り
安
全

な
場
所
へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

総
務
課
環
境
防
災
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
８
２

津
波
浸
水
想
定
の
設
定
公
表
に
つ
い
て

（
宮
城
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

　

代
表
地
点
・
松
島
町
（
松
島
海
岸
沖
２
５
０
ｍ
付
近
）

●
影
響
開
始
時
間　

32
分

●
第
一
波
（
＋
1
ｍ
）
到
達
時
間　

73
分

●
最
大
波
到
達
時
間　

１
２
４
分

●
最
大
波
津
波
水
位
（　

 

＋
m
）
３.
７
m

　

最
大
と
な
る
沿
岸
の
津
波
の
高
さ

　

松
島
大
沢
平
付
近
（
双
観
山
付
近
） 

４.
７
m

※　

東
京
湾
平
均
海
面

　
町
の
防
災
マ
ッ
プ
と
ほ
ぼ
同
じ
浸
水
区
域

　

本
町
で
は
、
平
成
24
年
度
に
松
島
町
独
自
の
津
波

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
津
波
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
東
北
地
方

太
平
洋
沖
地
震
の
津
波
モ
デ
ル
を
採
用
し
て
、
満
潮

位
で
堤
防
等
が
破
壊
さ
れ
、
地
震
に
よ
り
地
盤
沈
下

す
る
最
悪
の
条
件
を
設
定
し
て
、
津
波
の
浸
水
想
定

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
津
波

避
難
計
画
を
作
成
し
、
避
難
施
設
の
建
設
や
防
災

マ
ッ
プ
を
全
世
帯
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

宮
城
県
が
、
５
月
10
日
に
公
表
し
た
浸
水
想
定
と

比
較
す
る
と
、
町
が
独
自
に
行
っ
た
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
よ
り
も
、
浸
水
区
域
が
狭
く
な
っ
て
い
る
部

分
等
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
防
災
マ
ッ
プ

と
大
き
く
変
わ
る
部
分
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
津
波
の
深
さ
な
ど
が
変
わ
っ
て
い
る
部

分
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
形
の
デ
ー
タ
な
ど
詳
細
な

情
報
を
元
に
、
避
難
計
画
な
ど
へ
の
影
響
に
つ
い
て

調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
役
場
庁
舎
の
浸
水
対
策

　

宮
城
県
の
浸
水
想
定
で
は
、
役
場
が
30
㎝
〜
50
㎝

浸
水
す
る
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

役
場
庁
舎
は
、
非
常
時
の
電
源
装
置
の
浸
水
対
策

や
災
害
対
策
本
部
が
置
か
れ
る
防
災
対
策
室
を
２
階

に
設
置
す
る
な
ど
最
悪
の
条
件
下
で
も
災
害
対
策
本

部
機
能
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
対
策
を
講
じ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
石
田
沢
防
災
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
代
替
の

防
災
拠
点
施
設
も
整
備
し
、万
が
一
に
備
え
て
い
ま
す
。

h
ttp
s://w

w
w
.p
re
f.m
iya
g
i.jp
/so
sh
iki/

ka
se
n
/m
iya
g
i-tsu

n
a
m
i-sh
in
su
iso
u
te
i-

p
u
b
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e
d
1
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tm
l

宮城県条件等
県・町

津 波 の
モ デ ル

東北地方太平洋沖地震
日本海溝沿い地震
千島海溝沿い地震

東北地方太平洋沖地震

潮　　位

堤 防 等

地盤沈下

浸水面積

※宮城県の想定では、松島町の町域で影響をもたらす地震モデルは、
　ほとんどが東北地方太平洋沖地震となっています。

満潮位

破壊

各モデルの地盤変動

６.０㎢

満潮位

破壊

東日本大震災の地盤変動

６.６㎢

松島町

津波浸水想定の比較

T.P.

T.P.

▲宮城県HP


